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07	 令和5年度上半期「中央会特別企画奨励」贈呈式及び本会共済制度のご紹介

08	 全国中小企業青年中央会　組合青年部全国講習会開催／女性研修会レポート

09	 情報創造事業協同組合　創立 50 周年記念式典・祝賀会を開催／	
	 札幌市管工事業協同組合　創立 50 周年式典・祝賀会を開催

10	 労働契約関係に関する法改正～労働条件明示のルール変更について～

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ
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中央会からのお知らせです

○目的
　中小企業・小規模事業者の特別賃金（冬季賞与）の支給実態を把握するため、本会会員組合に所属する事業
所を対象に支給・予定調査を実施します。

○秘密の厳守
　調査票にご入力いただいた事項については、企業と個人の情報の秘密を厳守し、統計以外の目的に用いる
ことはいたしません。
　また、入力担当者名などの個人情報については、本調査に係る問合せ以外には使用いたしません。
　所属会員企業への調査の周知・依頼についてご協力をお願いいたします。

○回答方法
　URL（https://bit.ly/syouyo5w）又は右記QRコードより回答フォームにアクセスし、
ご回答ください
　支給しない場合でも「ない」でご回答をお願いします。

○回答期限
　2024 年1月 24 日（水）までにご回答願います。
　フォームのご回答に当たり、不明な点など、調査に関するお問合わせは企画情報部まで
� （電話�011-231-1919　FAX�011-271-1109）
� メール　cyousa@h-chuokai.or.jp

令和５年度冬季（下期）賞与調査ご協力のお願い

N O M T OI F R A I N



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年明けましておめでとうございます。
　会員並びに関係機関の皆様には、健やかに新春を迎えられたことをお慶び申し上げます。
　平素は当中央会の事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、2月に総投資額5兆円に及ぶ国産半導体メーカー「ラピダス」の工場建設が千歳
市に決定したほか、3月には北広島市に北海道日本ハムファイターズの新球場を含む「北海道ボールパーク
Fビレッジ」の開業、さらには9月に「第 42 回全国豊かな海づくり大会北海道大会」が厚岸町で開催され
るなど、明るい話題がありました。
　また、5月から新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置付けが第5類に移行し、事業やイベント活
動の規制が緩和され、海外をはじめとした観光客などが道内各地を訪れるなど、コロナ禍前の状況を取り戻
しつつあります。
　しかしながら、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化やイスラム組織「ハマス」によるイスラエルへの奇
襲攻撃に端を発したガザ地区での軍事衝突など国際情勢の不安定化に伴う、さらなるエネルギーや原材料の
価格高騰に伴うコストの増加が懸念されており、私たち会員事業者を取り巻く環境は依然として厳しい状況
が続いています。
　加えて、人口減少や少子高齢化に伴う労働力、デジタル化やグリーン改革への対応のほか、本年1月より
義務化となった電子帳簿保存法や4月から建設業・運送業に働き方改革関連法が適用となる「2024 年問題」
など、新たな課題にも対応していかなければなりません。
　一方、1月には4年ぶりとなる国内外の自動車など最新技術を展示するイベント「札幌モビリティショー
2024」や「第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会」の苫小牧市での開
催など、道内経済の活性化が期待されるところです。
　また、国では、物価高や人手不足など、厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模事業者に対する価格
転嫁対策や資金繰り支援を実施するほか、事業承継の円滑化を強力に推進することとしており、道内事業者
の経営の安定や改善が期待されるところです。
　このような環境の中、中小企業・小規模事業者が持続的に発展していくために、相互扶助の精神に基づく
中小企業連携組織の活動が益々重要になるものと考えております。
　本会といたしましても、「連携の絆を深め、輝く明日へ」のスローガンの下、会員事業者が抱える問題解
決への支援に積極的に取り組み、皆様の事業活動の継続とさらなる発展につながるよう努めてまいりますの
で、今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。
　皆様におかれましては、新しい年が希望に満ちた年となるよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とい
たします。
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経済産業省北海道経済産業局長

岩永　正嗣

年 頭 所 感
　令和6年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　北海道経済は足下、物価高騰や人手不足など厳しさも続く一方で、個人消費や観光分野では持ち直しの動
きが見られ、今後は半導体拠点の整備や洋上風力等の再生可能エネルギーの導入拡大等、大規模投資の継続
が期待されます。
　北海道は、全国と比較して人口減少が早く進むなど構造的な課題に直面する一方で、豊かな自然や生活環
境を始め多くのポテンシャル、強みを有しています。これまで以上に人や資本を呼び込むためには、北海道
の国際競争力の更なる強化、地域や事業のイノベーション・変革の加速化が必要です。また、地方において
人口減少・流出が続く中、地域の包摂的成長の実現を目指していくことも必要です。
　経済産業省では新たにミッション志向の産業政策を打ち出しており、「国内投資拡大、イノベーションの
加速、国民の所得向上」この3つの好循環の実現を目指しています。私ども北海道経済産業局においても、
以下の取組を全力で推進してまいります。

　まず、国内投資の推進、国際競争力の強化です。次世代半導体の拠点化やデジタル人材の育成、洋上風力
や水素・アンモニア等のクリーンエネルギーの利活用拡大に向けた環境整備を推進するとともに、安全性の
確保を大前提とした泊発電所再稼働、寿都町と神恵内村における高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する
文献調査等について、地域のご理解とご協力を得ながら取り組みます。また、北海道の強みである食・観光
産業の国際競争力強化に向けて、生産現場・製造工程での生産性向上や輸出の支援、アドベンチャーツーリ
ズムの推進等を通じた観光産業活性化に取り組みます。

　第二に、イノベーション・変革に向けた地域・企業の新たな挑戦の支援です。経済成長のドライバーとな
るスタートアップ企業の成長支援や、宇宙産業・スポーツ産業等の北海道の特性を活かした新産業の創出を
推進します。また、アトツギベンチャー支援の体制強化や中小企業等への資金繰り・事業再生など、地域企
業が新たな挑戦に取り組んでいくために必要な環境整備にも引き続き注力してまいります。

　第三に、地域の包摂的成長を通じた国民所得の向上です。地域経済を牽引する中堅・中小企業を集中支援
し地域の稼ぐ力を高めていくと同時に、価格転嫁対策やパートナーシップ構築宣言等の取引適正化を推進
し、賃上げに向けた企業の原資確保も後押しします。また、物流課題の解決に向けたフィジカルインター
ネットの実現等、社会課題の解決を通じた地域経済の維持・発展にも挑戦していくほか、製品安全確保や悪
質商法対策を進め、消費者の利益を守ります。

　「強い北海道経済」の実現に向けて関係機関の皆様とともに職務に邁進してまいります。より一層のご理
解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。
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北海道知事

鈴木　直道

令和6年　知事年頭所感
　新年明けましておめでとうございます。新春を迎えるに当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。
　北海道を前へとの想いを胸に、本年も、道政に全力を尽くしてまいりますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
　昨年を振り返りますと、3年を超える長期にわたり、私たちの生活に大きな影響を及ぼしてきた新型コロ
ナウイルス感染症が、5月には5類への移行という大きな節目を迎えました。これまでの対策へのご理解と
ご協力に対し、医療従事者の皆様をはじめ、道民や事業者の皆様に改めて心より感謝申し上げます。
　5類移行に伴い、社会経済活動が活発化する一方で、不安定な国際情勢などを背景とした物価高騰の影響
の長期化や、中国による日本産水産物の全面輸入停止など、道民の皆様の暮らしや事業者の方々の経営環境
が厳しい状況におかれた1年となり、道では、価格高騰等経済対策を講じるとともに、道産水産物の消費拡
大に向けたキャンペーンを展開するなど、総力を挙げて取り組んでまいりました。
　厳しい状況が続く中にあっても、昨年は、本道が国内外から大きな注目を集め、更なる飛躍に向けて大き
く歩みを進めた1年でもありました。
　ラピダス社の立地が決定し、次世代半導体を北海道から世界に届けるという前例のないプロジェクトがス
タートしたほか、日本最大級のデータセンターの建設が発表されました。また、「G7札幌気候・エネル
ギー・環境大臣会合」の開催や本道へのGX投資の促進に向けた官民連携のコンソーシアムの設立など、
DXやゼロカーボン北海道の実現に向けた動きも加速しました。
　さらには、アジアで初めての開催となった「アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道・日本」
では、雄大な自然や多様なアクティビティ、多彩な食、独自の歴史や文化といった本道の魅力を国内外に広
く発信することができました。
　また、36 年ぶりの本道での開催となった「全国高等学校総合体育大会」では、大きな声援をうけて躍動す
る若き力が、本道の確かな未来を感じさせてくれました。
　「全国豊かな海づくり大会」は、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、海の恵みを守り、日本の豊かな食を支
える道産水産物の魅力を発信する機会となりました。
　新しい年は、こうした歩みをさらに加速し、安心して住み続ける地域づくりや北海道の魅力を世界に広げ
る取組を進めてまいります。
　このため、社会経済情勢に機動的に対応しながら、足腰の強い地域経済の確立や地域産業を担う人材の安
定的な確保などに取り組むとともに、子ども応援社会の実現に向けた取組を着実に進めるほか、ほっかいど
う応援団会議を活用した地域を支える応援の輪を広げます。
　また、次世代半導体製造拠点の実現に向けた取組を進めるとともに、本道の再生可能エネルギーのポテン
シャルなどを活用し、新たな産業や人、投資を呼び込みます。
　さらに、インバウンド回復の波を着実に捉え、観光立国北海道の再構築を加速するとともに、戦略的な輸
出拡大により道産食品を世界に広げながら、一次産業の生産基盤の整備などを進め、日本の食料安全保障に
貢献してまいります。
　本道を取り巻く環境が大きく変化する今こそ、北海道のめざす姿を道民の皆様と共有し、ともに歩みを進
めていくことが重要です。このため、新たな北海道総合計画を策定し、その実現に向けた政策展開と地域づ
くりの基本方向をお示ししながら、皆様とともに、北海道の確かな未来を創ってまいりますので、ご理解と
ご協力を賜りますようお願いいたします。
　本年が、皆様にとりまして、希望に満ちた素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げ、新年のご
挨拶といたします。
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　北海道産業貢献賞の受賞者が令和5年 10 月 27 日（金）に公表されました。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！
　また、令和5年 11 月 21 日（火）に京王プラザホテル札幌にて行われた贈呈式、贈呈式前に行われた本会主催の昼
食会の模様を掲載します。

（五十音順）

五十嵐　一彦　氏
斜里ポテト協同組合　理事長

河合　武洋　氏
帯広工業団地協同組合　前理事長

岸　信行　氏
藻南商店街振興組合　理事長

栗原　康　氏
小樽蒲鉾工業協同組合　理事長

小林　英一　氏
旭川ボーリング工業協同組合　理事長

佐藤　安幸　氏
北海道管工事業協同組合連合会　会長

中野　豊　氏
小樽建設事業協同組合　理事長

萩野　時彦　氏
伊達ガス事業協同組合　理事長

青木　俊憲　氏
苫小牧造園協同組合　前理事長

伊藤　正己　氏
旭川地方左官工業協同組合　理事

鵜川　昌久　氏
南空知道路維持事業協同組合　理事長

北　幸治　氏
小樽板金工業協同組合　理事長

林　文昭　氏
十勝川温泉旅館協同組合　前理事長

三神　司　氏
北海道電気資材卸業協同組合　理事長

村田　信吾　氏
函館管工事業協同組合　理事長

黒田　隆一　氏
旭川塗装工業協同組合　副理事長

寺町　秀和　氏
北海道鉄筋業協同組合　理事

蓑島　住雄　氏
帯広塗装工業協同組合　副理事長

商工鉱業関係功労者

認定職業訓練功労者、卓越した技能者

北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！
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受賞者を代表して北海道管工事業協同組合連合会佐藤会長による
挨拶が行われました。

贈呈式終了後は受賞者皆さまの記念撮影も行われました。

本会主催の昼食会を贈呈式前に行いました。

北海道労働局からのお知らせです
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　令和5年 11 月 28 日（火）、札幌市の産業経済の発展に著しく功績のあった個人を表彰する「札幌市産業経済
功労者表彰」と令和5年 11 月 22 日（水）、商工業の振興に寄与した工場・店舗などの事業所やその役員、従業
員を表彰する「札幌市優良工場等表彰」の表彰式が札幌パークホテルにおいて行われ、秋元克広札幌市長から
表彰状が授与されました。本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

～11 月 22 日（水）札幌市優良工場等表彰式の模様～

札幌市産業経済功労者表彰
令和5年 11 月 28 日（火）実施

石川　信之　氏
北海道税理士協同組合　理事長

片山　徹　氏
北海道商店街振興組合連合会　常任理事
札幌市商店街振興組合連合会　副理事長

美園商店街振興組合　理事長

澤田　時彦　氏
北海道型枠工事業協同組合　理事長

福原　幹雄　氏
北海道表具内装業協同組合　理事長

受賞者と秋元札幌市長を囲み、記念撮影が行われました。

表彰式終了後
受賞者皆さまの記念撮影も行われました。

秋元札幌市長が各テーブルを周り、ケーキ
（受賞者お手製）とコーヒーで懇談会が行
われました。企業組合ワーカーズ・宅配
弁当なず菜様との笑顔あふれる3ショット
を撮影出来ました。

札幌市優良工場等表彰
令和5年 11 月 22 日（水）実施

企業組合ワーカーズ・
宅配弁当なず菜

福田　加代子　氏
札幌市商店街振興組合連合会

齊藤　里美　氏
北海道鍼灸マッサージ柔整協同組合

中島　武士　氏
札幌塗装工業協同組合

協同組合の部 組合等職員の部 組合等職員の部 技能指導者の部

受賞おめでとうございます！札幌市 産業経済功労者表彰・優良工場等表彰
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令和5年度上半期「中央会特別企画奨励」
贈呈式及び本会共済制度のご紹介

　昨年 11 月 10 日（金）、TKP 札幌ビジネスセンター
赤レンガ前において、本会共済事業の団体扱生命保険
制度の普及促進に努められた、大樹生命保険株式会社

（札幌、苫小牧、道東、函館）の営業職員に対して本会
会長賞の贈呈式を実施しました。

〔共済制度普及事業について〕
　本会では、会員組合や組合員企業の福利厚生の充実
を図るために、共済制度の普及と加入促進を保険会社
と連携して実施しています。
　次のとおり保険制度を紹介いたします。

贈呈式の模様
本会連携支援部馬込部長より受賞者への贈呈を行いました。

○団体扱生命保険制度について
・オーナーズプラン
　経営者の事業承継対策とリスクマネジメントのための生命保険です。本会会員組合の組合員（法
人または個人事業主）をご契約者とする生命保険です。

・パートナーズプラン
　役員・従業員の皆さまの保障準備をする生命保険です。本会会員組合等（法人または個人事業
主）に勤務する役員・従業員をご契約者とする生命保険です。契約者である従業員の家族も被保険
者となることができます。

・北海道中央会オーナーズ・パートナーズプラン「業務委託制度」
　団体扱生命保険（オーナーズプラン・パートナーズプラン）の加入促進に係る業務について、本
会と会員組合で「覚書」を取り交わし、組合員等に対する紹介及び加入促進業務を行った結果、
契約が成立し第1回目の保険料の振替を確認したのち、振替保険料の額に応じた「加入促進手数
料」を会員組合へ1契約に付き1回お支払いいたします。

制度の流れ 「加入促進手数料」
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組合青年部全国講習会が高知県で開催されました
全国中小企業青年中央会

　令和5年 11 月 10 日（金）、高知県の高知県立県民文化ホールにお
いて、全国中小企業青年中央会（全青中）の組合青年部全国講習会が
開催されました。
　講習会は 243 名が出席し、北海道中小企業青年中央会（道青中）か
ら、間島且人会長ほか3名が出席しました。第一部は、株式会社ビス
タワークス研究所 代表取締役社長 大原光秦（おおはらこうしん）氏よ
り「人間を育む経営」をテーマに、自らが取締役を務めるネッツトヨ
タ南国株式会社の人財開発について講演が行われました。
　第二部では事継舎の佐藤雅信（さとうまさのぶ）氏より「経営力を向上させる事業継続活動の真意～BCP
から事業継続活動へ～」をテーマに、防災・減災だけではなく、事業の承継・継続力といった内容も取り入
れた講演が行われました。
　第三部では「経営力を向上させる事業継続活動について」と題したパネルディスカッションが行われ、第
二部に登壇した佐藤雅信氏と全国7ブロックの青年中央会代表者による活発な意見交換が行われました。講
習会終了後の懇親会では、大阪府で開催予定の全青中令和6年度通常総会の PR が行われ、盛会のうちに終
了しました。

　昨年 11 月 21 日（火）、ホテルモントレエーデルホフ札幌において、令和5年度組合等女性研修会を開催し
ました。今回、根室浜中地区採石事業協同組合 三日市麻由子 様より「感想レポート」をいただきましたの
で次のとおりご紹介いたします。

　この度、「令和5年度組合等女性研修会」に参加させていただきました。
　今年は、マーブル接遇講師　瀬川智代先生に「業務に活かそう！！空の上の安全
と安心～もしも……0.0009％への備え～」というテーマで、ヒューマンエラーを未
然に防ぐ方策について講演をいただきました。“人は必ずミスをする、いかにミス
を減らすかが大切”ということでミスの原因を振り返る意見交換や、自分の能力を知るグループワー

クなどを通し、環境作りやエラーを防ぐためのコ
ミュニケーションを教わりました。
　研修会後の懇親会ではコロナ対策が緩和され、久
しぶりに制限のない賑やかな食事会となり楽しく交
流することができました。余談ですが、瀬川先生の
若さにとても驚きました。研修会で学んだことを、
これからたくさん活かしていきたいと思います。瀬
川先生並びに中央会事務局に感謝いたします。あり
がとうございました。グループワークの様子

「女性研修会に参加して」� 根室浜中地区採石事業協同組合 三日市麻由子 様

令和5年度組合等女性研修会を開催
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　令和5年 11 月 10 日（金）情報創造事業協同組合（髙橋満治
理事長、組合員 40 名）の創立 50 周年記念式典及び祝賀会
が、ニューオータニイン札幌において 81 名の出席のもと開
催されました。
　記念式典では、髙橋理事長が「相互扶助の精神を基に複写
業に携わる企業が集まり設立され、合併や名称変更をしなが
ら、力を合わせ業務の幅を広げ、時代に合わせて変化してき
た。」とこれまでの事業を振り返り、「現在、我々を取りまく
環境は、地球温暖化・国際紛争・国内では、高齢化・少子化
による労働者不足・物価高騰など多くの問題を抱えるが、そ
れらの解決は我々の機会でもある。培ってきた強みを活かす
と共に、IT をフル活用し、技術革新を続ける組織として社
会に役立つことが我々組合の使命と考える。」と今後に向け
た決意を述べました。その後、本会会長表彰（組合）及び役員
功労者や特別功労者等に対し、長年にわたる功績をたたえ、
表彰状が授与されました。式典後の記念祝賀会では、カニ三
昧コーナー、お酒コーナーが用意され、マジックパフォーマ
ンスが行われるなど、盛会のうちに終了しました。

　令和5年 11 月 14 日（火）札幌市管工事業協同組合（弘田安
理事長、組合員 171 名）の創立 50 周年記念式典・祝賀会が、
札幌パークホテルにおいて 187 名の出席のもと開催されまし
た。記念式典では、弘田理事長より「管工事業界を取り巻く
環境も大きく変化しており、組合員のより一層の結束が重要
だ。」とこれまでの事業を振り返り、「若手入職者の確保、技
術・技能者の育成が大きな課題となる。この状況を打開すべ
く、「（仮称）次代へつなぐプロジェクト」を発足（予定）し、
①技術継承、②人財育成、③雇用確保に力を傾注し、名実と
もに盤石の組合になるよう決意を新たにしていく。」と今後
の展望を述べました。その後、功労者等に対し、長年にわた
る功績をたたえ、表彰状が授与されました。式典後の記念祝
賀会では、マグロ解体ショーが行われるなど、盛会のうちに
終了しました。

髙橋理事長

髙橋理事長と本会尾池会長

弘田理事長

マグロ解体ショー

情報創造事業協同組合

創立 50 周年記念式典・祝賀会を開催

札幌市管工事業協同組合

創立 50 周年式典・祝賀会を開催
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【労働条件明示のルールとは】
　会社は法律により労働契約の締結に際しては労働
者に対して労働条件（賃金、労働時間など）を明示し
なければならないとされています。一方、労働条件
の明示は原則として「書面」によって行うこととさ
れており、労働条件を明示するために作成される書
面のことを一般に「労働条件通知書」といいます。
労働条件通知書によって明示しなければならない事
項（以下、「明示事項」という）は労働基準法施行規
則によって定められており今般この施行規則改正に
よって明示事項が追加されることとなりました。

【法改正の概要】
　改正される法律は「労働基準法施行規則」（厚生労
働省令）および「有期労働契約の締結、更新及び雇
止めに関する基準」（厚生労働省告示）で、いずれも
施行日は令和6年4月1日です。下欄はその対象者
や内容をまとめた一覧になります。

対象者 対応する時期 明示・説明する内容
1 すべての
労働者

労働契約の締
結時・更新時

就業場所および業務の
「変更の範囲」を明示す
る

2 有期契約の
労働者

有期労働契約
の締結時・更
新時

「更新上限の有無と内容」
を明示する
（変更時・更新時）更新上
限を新設・短縮する場合
は理由を説明する

3 有期契約の
労働者

有期労働契約
の更新時
（無期転換申込
権が発生する
場合）

「無期転換の申込機会」
を明示する
「無期転換後の労働条件」
を明示する
「待遇の均衡を考慮した
事項」を説明する（努力
義務）

【法改正の要旨】
1．�就業場所および従事すべき業務の「変更の範
囲」に関する明示

　「変更の範囲」の明示としては、採用時点で将来
の就業場所や従事する業務が予め合意されている

（限定されている）場合はその具体的な内容を記載し

ます。一方で、一般的に総合職といわれる労働者な
どの場合であって、異動や転勤を伴い就業の場所お
よび業務に変更が生じる可能性がある場合にはこれ
らを限定せずに明示することとなり、下記が記載の
一例です。
　（雇入れ直後）入社後の就業場所は札幌本社とする。
　（変更の範囲）会社の定める事業所への異動（転居
を伴う配置転換）を命じることがある。
2．�有期労働契約の「更新上限の有無とその内容」
の明示

　法改正により会社は有期労働契約を締結した後当
該契約の変更時・更新時において新たに通算契約期
間や更新回数の上限を定める場合、またはこれらを
短縮する（引き下げる）場合はあらかじめその理由を
労働者に説明しなければならないとされます。
　「あらかじめ」と定められていることから、通算
契約期間や更新回数の上限を新設・短縮する「前」
のタイミングで説明を行う必要があることに注意が
必要です。
3．無期転換申込権に関する事項の明示
　無期転換後の労働条件に関しては、同一労働同一
賃金の対象にはなりませんが労働契約法により、就
業の実態に応じて待遇の均衡を考慮することが会社
に求められています。
　法改正により、無期転換後の労働者の労働条件に
ついて、正社員等との待遇の均衡（バランス）を考慮
した事項（例として業務の内容・責任の程度・異動
の有無・範囲など）を労働者に対して説明する義務

（ただし努力義務に留まります）が定められました。

【まとめ】
　令和6年4月の労働契約に関する法改正に向け
て、改めて労働条件等の処遇の整理・転換制度や無
期契約労働者の定義などを見直す時期がきていま
す。今般のルール変更が施行されるまでにはまだ時
間があります。今後十分検討された上で、皆さまの
組合や自社にあった、まさに「働くための制度作
り」を進めていきましょう。

労働契約関係に関する法改正　
～労働条件明示のルール変更について～

森隆幸社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士
森　隆幸　氏
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N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです

設備投資に対する法人税特例を使いたい
中小企業経営強化税制
　中小企業が新規に設備を取得した場合、「即時償却または税額控除」の適用を受けることができます。

経営力向上計画

産業部　中小企業課　TEL：011-709-2311（内線 2574）
E-mail：bzl-hokkaido-keieiryoku@meti.go.jp【北海道経済産業局　窓口】

【事業スキーム】

【支援措置】
●�生産性を高めるための設備を取得した場合、中小企業経営強化
税制（即時償却等）により税制面から支援
●�計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援（融資・信用保証等）
●�認定事業者に対する補助金における優先採択
●�他社から事業承継等を行った場合、不動産の権利移転に係る登
録免許税・不動産取得税を軽減及び準備金の積立（損金算入）に
よる法人税の軽減
●�業法上の許認可の承継を可能にする等の法的支援

経営革新等支援機関
例　・商工会議所・商工会・中央会
　　・地域金融機関
　　・士業等の専門家　　　　　等

特定事業者等

経営力向上計画

国
（事業分野別の主務大臣）

【中小企業経営強化税制の要件】
項　目 【A類型】

生産性向上設備
【B類型】

収益力強化設備
【C類型】
デジタル化設備

【D類型】
経営資源集約化設備

対 象 者 経営力向上計画の認定を受けた青色申告書を提出する中小企業者等（資本金1億円以下）

対象設備 機械装置、工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウエア（最低取得価額、販売開始時期の要件有）

支援措置
法人税※1について、即時償却または取得価額の 10％※2の税額控除
（※1　個人事業主の場合には所得税）
（※2　資本金 3000 万円超1億円以下の法人の場合は7％）

期　　間 令和7年3月 31 日までに新規取得し、指定事業の用に供した設備

要　　件

以下2つの要件を満たす設備
①�一定期間内に販売されたモデル
②�経営力向上に資する指標（生産
効率等）が旧モデル比年平均
1％以上向上している設備

投資利益率が年平均
5％以上の投資計画に
係る設備

遠隔操作、可視化、自
動制御化のいずれかを
可能にする設備

修正 ROA又は有形固
定資産回転率が一定割
合以上の投資計画に係
る設備

必要な
手続き

設備を生産した機器メーカー等か
ら工業会等が発行した証明書を受
領し、経営力向上計画の認定を受
ける

経産局へ申請の上、投資計画の確認書を受領し、経営力向上計画の認定
を受ける

申請 認定

申請を
サポート中小企業・小規模事業者

中堅企業
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11月の道内景況 情報連絡員レポート
4か月連続で主要DI全て低下　エネルギー・原材料価格高騰、人件費上昇により収益確保に苦慮

製造業
食料品  
● �9～11月にかけての秋鮭漁については、11／27 現在、北海道全体で 53,165t（昨
年 78,819t、昨年比 67％）。当地網走においては 7,488t（昨年 6,881t、昨年比
109％）となっている。昨年比 100％越えの地域は、オホーツク海側では、斜里、
網走、ウトロ、太平洋側では釧路管内で白糠、昆布森、根室管内で落石、歯舞
のみであり、各地で落ち込んでいる状況。イクラ等の商品在庫においては、昨
年の在庫も抱えている事から、価格は若干下げている状況。当地のホタテにつ
いては、シーズン終漁となっているが、冷凍保管により、冬場も加工処理が行
われる。これから太平洋側の漁が始まり、中国への輸出規制の影響が出るもの
と思われるが、各地域で分散して処理、保管されるものなのかは不明。�（網走）

● �全体に麺類は春から値上げしている所が多く、販売価格は上がっているが、量
はあまり増えないため、収益は昨年より悪い。� （全道）

● �味噌出荷量（道内）；単月（令和5年 10 月）　前年対比　��98.3％
　　　　　　　　　　累計（1月～10 月）　　�前年対比　��92.1％
　醤油出荷量（道内）；単月（令和5年 10 月）　前年対比　103.1％
　　　　　　　　　　累計（1月～10 月）　　�前年対比　101.2％
　味噌出荷量（全国）；累計（1月～9月）　　��前年対比　��96.8％
　醤油出荷量（全国）；累計（1月～9月）　　��前年対比　��97.6％
・令和5年 10 月の道内単月の出荷量は、醤油は増。味噌は減。
・1月～10 月の道内累計出荷実績は、醤油が前年比増で、味噌は大幅に減少。
全国の1月～9月の味噌・醤油の累計出荷量も悪い。
・食品用の包材の値上げ（12 ／ 11 以降～）の報道あり。味噌の原料である米も
上昇傾向にあり、業界としては厳しい状況が続いている。� （全道）

● �依然として、加工原料のイカの不漁、円安による原料・資材価格の高騰・エネ
ルギーコストの上昇により、薄利ではあるが雇用維持に努めている。� （函館）
木材・木製品  
● �11 月期のトドマツ原木の工場への入荷は、前月期同様、順調に推移しており、
落ち着いている。市況については、在庫が不足している状況にはなく、弱保合
で推移している。また、国有林材のドドマツ一般材については、オホーツク及
び道央圏では動きが出てきているものの、道北及び道南圏については不落が続
き、11 月期に大幅な価格の見直しを行うなど、その対策に苦慮している。しか
しながら FIT の影響から、原料材については安定かつ高値で推移している。
・11 月期のカラマツ原木についても、順調に推移している。9月後半から、
徐々に発注が入り、函館、苫小牧の港から原木が本州方面への移出に活気が
出てきており、大手メーカー工場の火災により、桟木の発注が相当量あり、
一部で活気づいている。市況についても弱保合で推移している。
・トドマツ製材市況は、先月に引き続き景気後退等の影響により、新規住宅需
要が前月に比べ減少している模様であることから、受注は減少している。産
業資材も減少傾向で推移している。価格は弱気配～保合の状況にあり、カラ
マツラミナについても、減少傾向で推移している。また、市況はカラマツ、
エゾ・トドマツは弱含みが見込まれる。紙原料は、不足気味で原料材価格が
上昇しており、原料の取り合いが全道的に見られている状況であるが、国内
チップ買取価格の上乗せはなく、希望価格にはほど遠い状況が続いている。
木質バイオマス原料については、順調に集荷されており、価格も高止まりの
傾向が相変わらず続いている。
・運送、工場等への電気料金、燃料価格上昇に対する対策が急務である。�（全道）

● �製材受注量は相変わらず少ないまま推移している。
・少しでも受注量を確保するために、価格下げの話が出てきているが、ここは
何とか耐えて価格維持に努めたい。� （十勝）

窯業・土石製品  
● �11 月の生コン出荷量はおよそ 277 千m3。（前年同月比 92.2％）
・地域別には、前年同月を上回った分会は 27 分会中、8分会で前年と同数。
前年同月と比較して、増加したのは千歳地区、後志、道南など。一方、減少
したのは札幌、釧路、苫小牧などであった。

・コンクリート舗装の普及拡大を期待する。� （全道）
● �釧路地域では、公共事業の減少などにより、依然として砂利・砂の需要が伸び
悩んでいる状況。
・販売価格は4月に続き、この 10 月にも上昇したが、燃料や電気代、人件費
の高騰により収益が上向く状況には至っていない。

・従業員の高齢化、人材不足は慢性化している。� （全道）
一般機器  
● �原油・資材・運送費等、高騰が続いている。原油価格の安定を期待する。
・小樽市内は観光客が増えているが、なかなか恩恵はない。� （全道）

● �組合員の中には、物価やエネルギー価格・原材料高騰の影響により、仕事が停
滞しているところが多い。
・景気対策・物価高騰対策に早急な消費税減税、年末に向けて納税世帯への給付
金支給、子育て世帯の給付金支給や減税などの支援が重要と考える。� （札幌）

その他  
● �北海道は閑散期に入り、需要は低迷しているが、値上げ分が寄与して売上高は
かろうじて維持できている。大手企業メーカーは雪害からフル操業の準備がで
き、当然のことながら拡販に動いている。別のメーカーでも海外向け原紙のだ
ぶつきを国内で消費すべく営業活動を活発化してきている。
・全道の農産物の需要は落ち着き、昨年対比 90％程度になる見込み。
・人手不足感は強まり、募集しても当業界は集まらない。
・輸送の問題は場合によっては、札幌の一極集中が崩れ、帯広や旭川に物流の
中継拠点が整備されるかもしれない。

・ラピダスは人も物も囲い込み、労働単価も物流費も資材代も上昇する見込み。
・今期労務費を上げたが、消費の低迷を受け、今は重荷になりつつある。�（全道）

● �原材料等の値上げによる価格転嫁が進み、収益が改善しつつある。� （札幌）
● �造船業界は 2026 年頃まで受注を確保しているが、3割も減少した造船技術者
を元の水準にまで戻すことは難しい状況である。外国人労働者も韓国、豪州、
カナダなどの人材獲得競争が激化、更に円安が日本の競争力を押し下げている
状況である。人員不足の解決策には、価格転嫁を機能させ、造船技術者の賃金
を他産業よりレベルアップさせることが大前提である。� （室蘭）

非製造業
卸売業  
● �靴履物は降雪により冬物の動きが活発となり、百貨店・量販店での需要が増加
したことで、前年を上回る売上となっている。価格改定も段階的に進んでおり
収益も改善している。
・全般的に従業員数が減少しており、採用面での難しさが広がっている。人手
不足で後継者の養成に時間が取れなくなっている。

・組合施設の貸会議室の需要は引き続き旺盛で、コロナ前の5割増程度収入は

主要DI の推移　前年同月の比較では、「景況」、「売上高」、「収益状況」が低下し
ており、4か月連続で主要DI全てが低下しているのは、令和4年
3月以来となった。
　また、10月から11月の推移では、「景況」は低下しているもの
の、「売上高」、「収益状況」は改善が見られた。
　情報連絡員によると、製造業では、エネルギー・原材料価格の高
騰に対する価格転嫁が進み、販売価格は徐々に上昇しているが、受
注が少ないために売上が伸びず、収益状況は前年よりも低下してい
る。非製造業では、人件費の上昇に対する価格転嫁が進まず、収
益状況が低下しており、さらに、人材不足の問題が深刻化している
ことから、今後の経営状況を不安視する声が寄せられている。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引
いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

（凡例） 30以上 10〜29 9〜△10 △11〜△29 △30以下

景況天気図（前年同月比）
全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

業界の
景況

△1.3
↘

5.5
↗

△6.1
↘△18.8 △20.0 △45.5 △40.0 △4.8 △10.9

売上高 4.4
↗

7.8
↗

1.3
↗△9.4 △5.0 △31.8 △24.0 2.4 3.6

収益
状況

4.4
↗

12.4
↗

△0.3
↘△21.9 △17.5 △36.4 △24.0 △14.3 △14.5

全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

販売
価格

8.1
↗

4.0
↗

8.9
↗15.6 23.8 0.0 4.0 23.8 32.7

取引
条件

2.8
↗

1.6
↗

3.4
↗△14.1 △11.3 △13.6 △12.0 △14.3 △10.9

資金
繰り

8.1
↗

2.2
↗

10.6
↗△15.6 △7.5 △18.2 △16.0 △14.3 △3.6

雇用
人員

△13.8
↘

△12.0
↘

△14.5
↘0.0 △13.8 0.0 △12.0 0.0 △14.5

20.0

10.0

0.0

－10.0

－20.0

－30.0

－40.0

－50.0

景況 売上高 収益状況
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増加している。� （札幌）
● �師走に入り、当組合の歳末親睦パーティー（組合創立 60 周年記念として）が4
年ぶりに開催された。12 月1日（金）午後6時～　16 社から 157 名参加。
・新型コロナやインフルエンザなどの感染症が 11 月頃から流行っており、子
供を中心に感染が拡大している状況。12 月に入り、大人にも感染が広がって
いる。人と人が集まる時期であるため、注意が必要。� （帯広）

● �銅価格が高値推移であり、出荷制限の商品が出ている。� （全道）
小売業  
● �ローンカード新規入会者による利用増加。� （札幌）
● �前年比較
　物販　99.6％
　金融　93.9％
・11 月の観光はオフシーズンとなり、人通りは少なくなっている。降雪も少な
く冬物商品の需要が伸びていない。業種別では、物価高の先行き不安感か
ら、家電が 76％と低調な売り上げとなった。� （旭川）

● �12 月1日より、消費拡大を目的とした毎年恒例の『年末全市連合大売り出し
2023』が始まる。今年は帯広市内 259 店が参加。この売り出しは、参加店での
お買上げ額 3,000 円毎に1枚のスクラッチくじを貰い、「あたり」が出ると抽選
会場でくじをひき、等賞が確定するもの。1等5万円分の買い物券などが当た
る。これから始まる年末商戦、活気あふれる年末を期待したい。� （帯広）

● �11 月は観光客も少なく、平日の来場者は1時間に 20～30 人弱程度で、閑散と
した日が続いていた。
・11 月 25 日の特売日は、悪天候のために午前8時過ぎまで来場者は数名だっ
た。天候が回復しても客足は伸びず、コロナが猛威を振るっていた時のよう
な日だったが、地元客は買い物に来ていた。地元客の大切さがより一層感じ
られた。� （小樽）

● �販売数量が激減。エネルギー業界の経営状況は厳しい。� （稚内）
● �11 月は、どの組合員店からも景気の良い話は聞いていないが、その中でメガ
ネ、燃料販売、調剤薬局といった生活に直接結びつくお店は比較的安定してい
た。その他は早めのセールを実施するなど他店との差別化を図るお店もあった
が、今一つ期待通りにはならなかった。また、今年からはセールも控えると
いったお店もある。
・携帯電話販売業、旅行業、保険業の3事業中、旅行業は海外も数件あり順調
に推移、携帯電話販売業も徐々に取り扱いを伸ばしているが、保険業につい
てはスタッフの確保に成功したものの実践営業にはまだ時間を要する状況で
ある。� （釧路）

● �11 月1日のWTI 原油価格は 80.44 ドルで、先月から見て 8.38 ドルの反落でス
タートした。これは世界経済成長の鈍化等で反落、特に中国の景況指数の悪化
により原油需要の落ち込み警戒感が強まり、大きく下がった。その後も米国の
経済経済指標の低迷、さらにはOPECプラスの 30 日の会合で追加減産の決定
を見送ったことにより、30 日のWTI 原油価格は 75.96 ドルとなっている。
・組合員の業況について、11 月は原油価格が下がったが、それに伴い元売りに
対する補助が削減され、結果末端の小売価格が上方修正された。毎月のごと
く量販店の低価格に追従せざるを得ない状況から、利益は圧縮状態となって
いる。� （旭川）

● �札幌近郊は雪が遅く、自転車は修理・点検が少しある程度。高齢化による廃業
が増加している。� （全道）

● �今月の函館朝市は、先月からスタートしたHOKKAIDO�LOVE！割「秋冬キャ
ンペーン」の影響もあって、前半・後半の連休は、ともにコロナ禍前以上の賑
わいが見られた。利用額は極端に大きくはないが、これからの書き入れ時の年
末商戦に向けて、弾みがつくと良い。
・23 日に空港運営会社と連携して、シンガポールのインフルエンサーを招き、
現地の消費者に朝市の商品を売り込む「ライブコマース」を実施した。イン
フルエンサーがイカ釣りに挑戦したり、店内の魅力を配信を通じて紹介した
りしながら、チャット機能を通じて視聴者からリアルタイムで注文を受け付
ける販売店へ移動。販売店では刺身用ホタテや根ボッケ、ズワイガニ、ス
モークサーモンといった海産物をずらりと並べ、ライバーの2人がそれぞれ
試食し、味の感想や調理方法などを視聴者へ伝えると、チャット上で注文が
殺到した。中でも「かにまん」は 200 個も注文が入り、視聴者から大変好評
をいただいた。今後は対応した店舗の感想や他の店舗の反応をみて、要望が
あれば函館朝市としても定期的な招聘を図っていきたい。� （函館）

● �11 月に入り、観光のお客様がかなり減った。飲食店はイベントもなく、年末の
忘年会も少なくなり、売上げが減っている。入荷も少なく、商品価格はサーモ
ン、毛ガニ、マグロ等が上昇している。
・電気・ガス・水道の固定費が上がり、経営の利益が厳しい（人件費含む）。�（札幌）

● �売上高対前年比 103.3％の実績。大口先の売上は好調に推移している。�（札幌）
● �11 月は、連休もあり観光客の来店が多かった。入店客も昨年と比較すると増加
傾向にある。
・魚や野菜の価格高騰も高止まりではあるが、いくらやホタテは昨年に比べて
安くなっているなど、商品によっては安い物も出てきている。旬のシシャモ
は昨年同様、カニは年末に向けて高騰してくる見込み。
・和商の日には、市内のお菓子屋さんが出店し、大盛況であった。� （釧路）

● �テレビの売上げが減少している。年末に入り、大型テレビの売上げが増加する
ことを期待している。
・10 月1日、大気汚染防止法の改正により、エアコン、FF式ストーブの 2006
年以前の建物の穴開けに資格が必要となり、講習会の希望者が多く抽選にな
るなど、混乱している状況である。� （全道）

● �11月の中東原油価格をみると、月初は下落傾向にあったが、その後は小幅に上
昇、下落を繰り返し、中旬以降は1バレル当たり概ね 80ドル台前半で推移した。
・この間、北海道におけるガソリンの SS店頭小売価格については、政府の燃
料油価格激変緩和対策事業により、1リットル 170 円程度で推移した。ま
た、11 月の全国ベースでのガソリン出荷量をみると、前月に引き続き月間を
通して低調に推移し、コロナ禍前の水準を下回っている。
・なお、燃料油価格激変緩和対策事業により、石油製品の SS店頭小売価格は
高値ながらも引き続き安定した価格で推移するものと思われる。� （全道）

● �大手業者の不正問題により、業界全体が冷え込んでいる雰囲気は、中古車業界
に多大なる影響を与え続けている。また、個人事業主などはインボイス制度へ
対応しない方針の販売店もあり、また高齢化との兼ね合いで会員を脱会する者
もいる。年末年始商戦に向け、業者販売価格は今後上がる可能性があり、さら
に厳しい状況が予想される。� （札幌）

● �この夏の高温が作物全体に影響し、組合員の収益を減少させた。販売活動にも
影響し、農機販売会社ではトラクタの販売台数が大きく減少している。
・酪農地区は、今年度は昨年の事業の引継により、少ないながらも計画の7割
程度達成できたが、来年度を心配している。� （全道）

商店街  
● �11 月共通駐車券の利用は、前年同月比 24.1％、買物共通バス券は、前年同月比
92.3％。観光・インバウンドの来街者も戻りつつあるが、昼間中心部の歩行者
は少なく、大型店閉店の影響は大きい。� （帯広）
サービス業  
● �状況は変わらず燃料用重油の高止まりや物資等の値上りが影響している。冬に
なって燃料の大幅消費が懸念される。
・10 月1日より入浴料金が大人・中人・小人各 10 円の値上げになるも、その
結果はまだ見えていない。� （全道）

● �国内大手通信会社が、独自開発で日本語に特化した生成AIサービスの提供を法
人向けに 2024 年度から始めると発表したことも影響して、道内中小 IT企業で
も、生成AIをシステム開発で活用する動きが活発化し始めた。首都圏の大手シ
ステム開発会社では、すでに米国大手企業のソフト開発支援AIサービスの導入
で効果を上げつつあるという。作り込みたい機能や動作を入力すると、基盤部
分のプログラムコードをAIが作るというもの。運用コストを抑えて業務の効率
化や生産性向上に貢献するだけでなく、深刻な技術人材不足を解消する手段に
もなることから、早期の導入が必要不可欠となってきた。ただ、道内中小 IT企
業には生成AIに精通した SEが少ないことや、高年齢化が進む既存 IT技術者へ
のAI教育の遅れ、そして育成に必要な高額コスト負担のハードルの高さが障壁
となっている。しかし、北海道の IT産業発展のためには乗り越えるべき喫緊の
課題のため、産学官の連携による早期の対応が求められている。� （全道）

● �集客前年比 112％（コロナ前 R元年度比 86.5％）。海外客増、国内客減。�（十勝）
● �前年同月と比べると、全国的には 10％程度契約総額は増加しているが、北海道
においてはほぼ昨年並みである。今年度以降、道央地区への民間企業進出もマ
スコミ等で報道されており、建設事業に伴う地質調査業務の今後の増加に大い
に期待するところである。その反面、新幹線関連事業も地質調査分野では完了
間近であるため、建設業界が活気づく北海道民の豊かな将来へ繋がる事業プロ
ジェクトの発起が期待される。
・国土地理院は、1mメッシュの基盤地図情報の提供を 11 月 30 日から開始し
た。地質調査データの精度向上にも繋がるため、今後業務への活用を進めて
いきたい。� （全道）

建設業  
● �原材料費及び人件費の増加は続いており、収益への影響が生じている。また、
雇用人員不足による事業への影響が出ており、新たな事業獲得が難しい状況に
ある。� （札幌）

● �現在、諸官庁の次年度以降の発注計画が次々と打ち出され、電気工事に関する
内容が大幅に増える見通しのため、業界団体といくつか官庁にて折衝を行って
いる。増える要素は、公共施設への全面的なエアコン設置、照明器具の LED照
明への更新、自衛隊施設の再整備（建替え）、高度成長期に建てられた公共施設
の多くの建替えとなっている。
・業界団体としては、現状では、施工能力の問題（技能者・技術者不足）から、
益々入札参加が減って不調が多発する懸念がある。これに対し、公共工事電
工単価の引き上げ、週休2日が出来る余裕ある工期設定、技術者の要件緩和
等を要望している。

・民間工事についても、建築費がコロナ前の3～4割増しになって計画の中
止、保留が増えることを予想していたが、ホテルやマンション、老健、商業
店舗等の建設計画は堅調で、現在は次年度案件の見積依頼が来ているが、発
注予定は逆に増えている状況。特に、北広島（エスコン）、恵庭、千歳（ラピ
ダス）、苫小牧周辺における設備投資はかなり増大する。倉庫や物流セン
ター等の計画も多い。

・収益状況としても、資機材費の高騰、人件費の高騰、燃料費等諸経費の高騰
など急速に進展し、それに対する発注側の「価格への転嫁」が進んでいない
ため、むしろ悪化してる。

・電線類の調達の状況が非常に悪化してきたが（納期の延長）、メーカー各社も
人材不足や働き方改革推進のため、工場の稼働を制限している。来春に迫っ
た「残業の上限規制」に、業界一丸となって対応するためと想像している。

・少子化から、技術人員が減っている中で、官民ともに発注量は増える見通し
で、「働き方改革」（労働時間の削減）は到底不可能な状況。電気工事では、外
国人の活用は電気工事士資格の取得が相当難しくなかなか進まない状況。寒
冷な気候から女性の活用も進んでいない。DX導入による業務効率化は限定
的な状況。� （全道）

●【組合員の業況】
　�　工事発注は、災害対応を残してほぼ終了しており、通常工事は年内完了の予
定である。

　【問題点】
　�　行政では、包括委託に関する検討が始まっており、その委託業務の内容に
よっては組合にとっては厳しい状況が予想される。

　【地域の実情】
　�　インフルエンザの流行と共に、市内小中学校では学級・学年閉鎖が始まって
いる。マスクの着用・手洗・消毒の徹底を組合従業員に促している。� （名寄）
運輸業  
● �運送業は9月の報告で農作物の生育が早く出荷も早かった分、例年であれば 11
月の出荷が多かったが、前述の通りで、運ぶ物が減少傾向にあり、稼働は減少
した。� （小樽）

● �販売価格上昇については全国連合会にて運賃改定が決定し、新料金へ移行した
ことによる。� （全道）

● �農産物ついては、前月同様に荷動きは良くない。青果物の収量も昨年と比べて
落ちている。
・一般カーゴについては、荷動きは良くなっているが、車両・人員不足が常態
化している。

・建築資材関係については、新幹線工事等大型物件の影響でダンプ・ユニック
車の需要が増えている。� （石狩）

● �売上髙は、前年同月比 0.08％減少。
・乗客員数は、前年同月比 0.5％減少。
・9月分チケット取扱高は、前年同月比 31.72％減少。� （旭川）
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マンホール蓋で豊富を PR�
～豊富の良さを知ってもらうために～
　令和5年 11 月 30 日（木）、豊富町産廃処理協同組
合（佐々木正義理事長、組合員 60 名）は、酪農と観
光のまち豊富町を推進するため、町内の小学生が考
えたデザインを採用したマンホールのふた2点を町
に寄贈しました。
　同組合は 2020 年8月に「豊富町下水道デザイン
マンホールコンクール」を実施したところ、町内の
小中学生から約 100 点の応募があり、その応募の中
から入賞6作品が選ばれ、入賞作品は 21 年度から

毎年、同組合が2点
ずつマンホールのふ
たのデザインに採用
して町に寄贈してき
ました。
　今年度で最後とな

る本取組では、温泉マーク、
エゾカンゾウ、町のマスコット
キャラクター

「とよとみ君」、 
利 尻 富 士 と
いった豊富町
の名物がデザ
インされたマ
ンホールのふた2点が寄贈されました。一つのデザ
インには、一目で豊富の魅力がわかってもらえるよ
うにと、もう一つのデザインではたくさんの人に豊
富町の美味しい牛乳を飲んでいただき、湿原セン
ターでエゾカンゾウや利尻富士を見てもらいたいと
いう思いがこもった作品になっています。
　今後は、デザインを活用したマンホール缶バッジ
の製作なども検討されており、この取組をきっかけ
に地域の活性化が期待されます。

『第 31 回根室さんま祭りが開催されました！』
　令和5年 10 月8日（日）に根室市で開催された第
31 回根室さんま祭りは、全国から 11,000 人が来場
し大盛況となりました。当日会場では、約 3.5㌧の
サンマを用意。トレーと箸を 200 円で購入すると

「さんま食べ放題」で大人気の「炭火焼きさんま岸
壁炉端コーナー」や秋刀魚おむすび、刀汁、さんま
節ラーメンなどの販売コーナーには早速、長蛇の列
ができ、旬の味覚を堪能していました。私もはじめ
て参加し、新鮮かつ脂が乗っている炭火焼きのさん
まを6尾美味しくいただきました。
　ステージコーナーでは、4年ぶりに開催された金
刀比羅神社例大祭の先太鼓や手古舞、ダンスや郷土
芸能・ねむろ太鼓保存会が披露され、祭りの盛り上
がりを演出。スペシャルゲストには TikTok で話題
の若手演歌歌手 滝さゆりさんと最近、テレビ番組

「千鳥の鬼レンチャン」で話題の演歌歌手 徳永ゆう

きさんが出演し、熱のこもっ
た楽曲を歌い上げ、会場を沸
かせました。
　また、5年ぶりに行われた「大漁さんまのつかみ
取り大会」は、あっという間に定員オーバーに。見
事、挑戦権を得
た 参 加 者 た ち
は、 両 腕 を ま
く っ て 氷 水 に
入ったさんまを
すくい上げ、苦
戦しながらも楽
しんでいました。
　来年は皆様も
是非参加してみ
ませんか。

寄贈式での組合の佐藤理事（左）と
河田町長（右）

今回寄贈されたカラーデザインマンホール

さんま岸壁炉端コーナーの様子

支部だより
上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内駐在職員／小野事務所長・長谷川主事

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／長谷川事務所長・髙橋主事
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空知地区中小企業団体事務長会　活動再開！！
　令和5年9月6日（水）、岩見沢平安閣にて空知地
区中小企業団体事務長会（御法川仁会長、会員 17
名）の通常総会が6年ぶりに開催されました。本通
常総会では、事務局からこれまでの経緯について説
明があり、その後に決算報告についての承認、今年
度の事業計画・収支予算について承認を行い、役員
改選により欠員となっていた役員が選任され、活動
に向けて体制を整えることができました。
　通常総会終了後は、中央会空知支部と共催で「就
業規則の基礎知識 ～労働条件と就業規則について
学ぼう～」をテーマに第1回研修会を開催し、組合
運営に必要な知識の習得を図りました。
　空知地区中小企業団体事務長会は、昭和 62 年に
中央会空知支部に加入する組合の事務局担当者等で
組織し、会員の相互連携による資質の向上を目的に
活動をスタートしました。

　活動休止中に組合担当者の
交代などにより、本会につい
てご存じない方もいらっしゃ
るかと存じますが、本会では組合運営に係る知識の
習得を始め、他業界の情報収集や幅広い交流を行っ
ております。
　また、本会では随時、会員を募集しておりますの
で、事務長会の活動にご興味のある組合ご担当者様
がいらっしゃいましたら、ぜひ事務長会事務局ま
で、ご連絡をいただければと思います。

「ポケモンセンター出張所 in アーニス」�
大盛況で終了！！
　令和5年 10 月 13 日（金）から 11 月5日（日）まで
の 24 日間にわたり、協同組合登別中央ショッピン
グセンター（亀谷和人理事長、組合員 11 人、以下

「アーニス」）2階特設会場にて、西胆振地方初の
「ポケモンセンター出張所 in アーニス」が出店しま
した。期間中は「Pokémon fit」シリーズをはじめ

とした各種ぬいぐる
み、ポケモンカード
関連商品などのポケ
モンセンターオリジ
ナル商品が販売され
ました。この事業を
盛り上げるために、
当出張所だけではな
く、アーニスの外壁

をポケモンで装飾し、各店舗
では、ポケモン関連商品の販
売をするなど、店舗や
スタッフが一丸となっ
て取組み、小さいお子
様から往年の世代まで
楽しまれ、大盛況のうちに終了しました。
　開催期間を振り返り、当イベントの陣頭指揮を
とった亀谷理事長は「西胆振初となるこのイベント
を組合一丸となって実施できたことは、大変貴重な
経験を積むことができ、今後のイベント事業に活か
せる機会となりました。」と話しています。
　当組合では今後も様々なイベントを実施する予定
ですので、登別市を訪れる際はぜひアーニスへお立
ち寄りください。

アーニス公式HP：https://n-anis.com

第1回研修会の様子

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／若狭事務所長・水内主事

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　外川主査
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一

河

辺

善

一

松

原

正

和

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

林
業
会
館
三
階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

理
事
長

武

田

俊

昭

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
k
k
e
n
s
o
.
c
o
m
/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

梅

本

成

利

北
海
道
青
果
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
三
条
東
十
四
丁
目

電

話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
一
二
六

　
橋

秀

典
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本　部

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
│
八
二
二
│
四
一
一
六

大
　
島
　
一
　
哉

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

福

田

年

勝

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

官
公
需
適
格
組
合

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
六
番
一
〇
号

T
E
L

　（〇
一
一
）二
二
二
―
一
八
一
一（
代
表
）

F
A
X

　（〇
一
一
）二
二
二
―
三
〇
二
一

理
事
長

弘

　田

　
　
　安

〔
豊
富
な
経
験
〕〔
優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九

全
国
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
副
理
事
長

北
海
道
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

札
幌
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
二
丁
目
四
│
七
八

B
D 

W
E
S
T
12 

3
階

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
二

F
A
X

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
三

理
事
長

小

　西

　廣

　幸

中
屋
敷

　
　
　剛

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

会

　長
〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

茎

　津

　俊

　爾

副
理
事
長

浜

　
　
　聡

　彦

専
務
理
事

今

　野

　弘

　隆

常
務
理
事

五
十
嵐

　
　
　剛

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
五
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
二
―
七
二
六
八

理
事
長

安

田

謙

一

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way-hokkaido.net/
e-mail　info@be-way-hokkaido.net

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

横

井

　
隆

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義
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本　部

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

山

本

哲

治

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
七
丁
目
一
―
四

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ル
六
階

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

坂
　
口
　
幸
　
司

理
事
長

阿

部

悦

夫

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

柏

　木

　
　
　稔

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

佐
々
木
　
貞
　
幸

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

近

藤

　
昇

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
医
師
協
同
組
合

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

中

島

昌

八
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本　部

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今

　井

　一

　彦

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

副
理
事
長

林

　
　
　隆

　義

副
理
事
長

佐

　藤

　秀

　宣

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

岡

　田

　比
登
志

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理

事

長

石

田

直

樹
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本　部

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

丹

　羽

　豊

　彦

副
理
事
長

辻

　
　
　恭

　行

専
務
理
事

辻

　
　
　昌

　宏

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

理
事
長相

馬

純

一

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

針

　谷

　
　
　毅

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

舟

　田

　幸
太
郎

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

　
　木

　好

　一

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

林
　
　
　
昌

　彦

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

田

村

博

昭
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本　部

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

中

　野

　洋

　一

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

五
十
嵐

　
　
　誠

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

風

間

隆

之

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

中

　村

　
　
　潤

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

成

　澤

　
　
　章

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

佐

　藤

　
　
　浩

理
事
長

竹

内

久

夫

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

　
井

博

美

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

宮

本

博

功
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本　部

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
六
丁
目
一
番
地
九

　一
階

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

丸

山

一

彦

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

松

浦

良

一

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
四
丁
目
二
│
二
十

北
十
八
条
ハ
イ
ツ
三
〇
五

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

北
海
道
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
菊
水
2
条
2
丁
目
2
番
1
8
号

藤
井
ビ
ル
菊
水
Ⅰ
1
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
六
│
一
二
五
〇
番

顧

　問

伊

林

　
好

代
表
理
事

石

　澤

　恵

　吾

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
四
条
西
十
二
丁
目
一
│
五
十
五

ほ
く
ろ
う
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
│
二
一
一
│
四
一
六
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会
　
長

峰
　
崎
　
直
　
樹

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
央
協
同
組
合

代
表
理
事

竹

　内

　久

　善

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
北
海
道

　理
容
美
容
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
一
丁
目
一
│
十
二

フ
ラ
ー
テ
札
幌
四
F

　イ
ッ
ポ
札
幌
内

電

　話

　〇
一
一
│
二
三
二
│
八
七
二
七
番

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
八
二
六
五
番

工

　藤

　千

　里
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本　部

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

平

野

隆

晴

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

茎

津

俊

爾

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　（
〇
一
一
）
㈹
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇

理
事
長

青

木

　
博

顧

　問

佐
々
木

　雄

　二

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

日

　
　
　
　
　淑

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

髙
　
野
　
　
　
悠

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

泉

　波

　昭

　雄

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

山

岡

正

美

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

浦
河
家
具
建
具
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
浦
河
郡
浦
河
町
堺
町
東
二
丁
目
十
八
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
二
六
八
（
事
務
所
）

　
　
　
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
一
五
八
（
工
場
）  

F
A
X
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
三
七
三

永
　
平
　
　
　
顯

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

札幌地方中小企業団体事務長会
オホーツク中小企業団体事務長会
室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会
苫小牧地区中小企業団体事務長会
十勝地区中小企業団体事務長会
函館地区中小企業団体事務長会
道北地区中小企業団体事務長会
釧根地区中小企業団体事務長会
後志地区中小企業団体事務長会
空知地区中小企業団体事務長会

会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長

村 田 京 華
飯 田 敏 勝
片 桐 崇 意
牧 　 野 　 敏 　 夫
三 日 市 　 則 　 昭
高 橋 正 幸
佐 々 木 　 　 　 斉
横 　 田 　 　 治
西 川 清 光
御 法 川 　 仁
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本　部

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

佐

　藤

　安

　幸

副
会
長

藤

　山

　康

　雄

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

間

　島

　且

　人

副
会
長

熊

　谷

　光

　祠

副
会
長

岡

　田

　和

　也

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

副

会

長

見

　上

　直

　人

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
清
田
区
清
田
七
条
一
丁
目
六
番
二
四
│
二
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
一

柿

　澤

　
　
　

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
a
m
c
.
j
p

橋

本

広

宣

札
幌
支
店

支
店
長

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
二
丁
目
十
一
│
一

ノ
ー
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

北
海
道
林
業
会
館
4
F

電

　話

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
四

北
海
道
信
用
組
合
協
会

会

　長

渡

辺

欣

也

〒
060
―

0004

一
般
社
団
法
人
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本　部

公
認
会
計
士
小
島
史
資
事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士

小

　島

　史

　資

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

株
式
会
社
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
北
海
道

代
表
取
締
役

田

　村

　忠

　宣

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
丁
目
三
番
地
二
二

S
T
V
時
計
台
通
ビ
ル
6
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
二
―
〇
七
〇
一

〒
060－
0001

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　札
幌
支
社

〒
060

0042
ー

支
社
長

米

澤

直

樹

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
二
│
六

電

　話

　〇
一
一
（
二
四
一
）
二
〇
二
一

北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

小

　川

　
　
　学

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・起業支援・経営改善・事業承継・

M&A・労務人事管理・給与計算・相続手続

https://www.murazumi.jp

札幌 〒060-0001 札幌市中央区北1条西13丁目4番地 FWD札幌ビル
TEL（011）271-5000(代) FAX（011）252-7477

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864 札

幌
市
厚
別
区
厚
別
北
三
条
四
丁
目
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
一
│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

森

　
　
　隆

　
　

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
七
条
十
三
丁
目
二
番
四
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
四
│
二
二
二
二

西
川
友
晴

SDGsを支持し、クリーンで安全な車両の提供と
地域貢献を目指す

代
表
取
締
役

社

　
　
　長
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本　部

観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

元気からはじめます。

関

　
　
　崇

　博

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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本　部

5 4

〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

ホームページで事例紹介を
ご覧ください

社史・記念誌づくりは
アイワードにお任せください
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道南支部

函
館
商
工
信
用
組
合

理
事
長

函

館

市

千

歳

町

九

番

六

号

T
E
L

　（
〇
一
三
八
）二
三
―
二
一
〇
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）二
六
―
六
〇
三
六

中

村

昌

弘

040
―
0033

函
館
流
通
事
業
協
同
組
合

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番（
流
通
セ
ン
タ
ー
）

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
九
―
五
五
三
一

小

澤

繁

雄

代
表
理
事

函
館
ド
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

函
館
市
弁
天
町
二
十
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
二
二
七

理
事
長

村

上

岩

夫

函
館
清
掃
事
業
協
同
組
合

　函
館
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
東
山
町
一
四
九
番
地
の
六
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
五

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
六

久

　保

　俊

　幸

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
建
築
板
金
事
業
協
同
組
合

函
館
市
亀
田
町
十
番
八
号

T
E
L

　八
六
―
六
四
二
八

F
A
X

　八
六
―
六
四
三
八

代
表
理
事

平

　田

　昭

　市

〒
041－
0824

〒
041－
0811

函
館
生
花
商
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
二
七
二

　函
館
地
方
卸
売
市
場
青
果
市
場
内

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
四

㈲

花

の

い

ま

い

函
館
市
富
岡
町
三
―
二
十
五
―
十
三

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
一
―
八
七
八
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
五
九
八
三

店
舗

西

村

由

紀

函
館
特
産
食
品
工
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

豊

川

町

二

七

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
二
三
│
四
六
〇
九

古
伏
脇

　隆

　二

函
館
駅
二
商
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

一

九

号

電

　話 

（
〇
一
三
八
）
二
二
―
五
三
三
〇

藤

　田

　公

　人

函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

函

館

市

日

乃

出

町

七

番

二

二

号

T
E
L

　〇
一
三
八
―
五
五
―
二
一
八
二

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
五
―
〇
六
七
五

理
事
長

大

倉

　
直

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
地
方
畳
商
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

千

代

台

町

三

〇

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
五
―
八
八
五
六
番

若

　林

　英

　勝
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道南支部

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
八
一
九
番
地
六

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
八

村

田

信

吾

〒
〇
四
一
ー
〇
八
二
四

函
館
自
由
市
場
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

新

川

町

一

番

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

帝
王
事
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
港
町
三
丁
目
十
八
番
十
五
号

（
㈱
テ
ー
オ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
内
）

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
五
│
三
九
一
一

小
笠
原

　康

　正

函
東
工
業
協
力
協
同
組
合

函

館

市

北

浜

町

三

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
六
〇
〇
七

代
表
理
事

笠

島

則

嘉

函
館
屋
外
広
告
業
協
同
組
合

理
事
長

平

山

孝

敏

函

館

市

昭

和

三

丁

目

十

三

番

十

号

株
式
会
社
ヒ
ラ
ヤ
マ
サ
イ
ン
内

T
E
L

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
〇

F
A
X

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
一

函
館
塗
装
協
同
組
合

函

館

市

宮

前

町

三

十

一

番

八

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
三
│
一
九
二
一

F
A
X

　〇
一
三
八
│
八
三
│
一
九
三
一

理
事
長

樋

　本

　
　
　博

函
館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
八
一
番

F
A
X

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
三
六
番

藤

　田

　公

　人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
市
排
水
設
備
指
定
業
者
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

金

堀

町

十

番

二

十

二

号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
七
七
四
番

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
八
九
三
番

木

村

謙

一

函
館
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

北
斗
市
追
分
三
丁
目
三
番
一
七
号

電
話

　〇
一
三
八
―
四
八
―
五
二
一
五

辰

宮

　
章

渡
島
国
際
交
流
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

茅
部
郡
森
町
字
砂
原
二
丁
目

一
八
八
番
地
の
一

電
　
話
　
〇
一
三
七
四
―
八
―
五
一
一
一

坂
　
本
　
徳
　
博

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六
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道南支部

函
館
造
園
建
設
業
協
同
組
合

函

館

市

昭

和

一

丁

目

七

│

十

一

電
話

　〇
一
三
八
│
四
一
│
一
〇
三
〇

理
事
長高

　瀬

　勝

　彦

八
雲
地
区
水
産
加
工
協
同
組
合

理
事
長

長
谷
川

　博

　之

二
海
郡
八
雲
町
落
部
五
七
四
番
地

長
谷
川
水
産
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
三
七
（
六
七
）
四
五
〇
〇

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

佐

藤

雅

浩

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
大
川
三
丁
目
十
七
│
十
二

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
四
│
六
三
三
一

大

嶋

忠

裕
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

前

田

昌

己

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

対

　馬

　健

　一

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

稲

　尾

　
　
　太

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長佐

々
木

　通

　彦

旭川家具工業協同組合
〒079-8412
旭川市永山2条10丁目1-35
TEL　0166-48-4135
FAX　0166-48-4749
URL　https://asahikawadesign.com

代表理事　

藤田　哲也
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上川支部

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
八
―
七
七
八
八

山

本

和

則

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
神
楽
三
条
五
丁
目
三
番
二
号

旭
川
林
友
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
三
〇
〇
番

三

津

橋

　

　央

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
1
条
通
8
丁
目
5
4
2
│
4

一
条
緑
橋
通
ビ
ル
6
F

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
三
│
九
〇
〇
四

山

内

一

賴

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

小

　松

　昭

　男

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
旭
川
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
一
丁
目
一
番
六
十
号

電

　話

　〇
一
六
六
│
二
六
│
一
〇
〇
〇

菅

　原

　美
智
幸

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏
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上川支部

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

　
　橋

　
　
　雅

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

平

木

宏

和

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

佐

　藤

　友

　泰
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
字
上
佐
幌
西
三
線
四
十
九
番
地
二

電
　
話
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
四
四
四
七

F
A
X
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
六
九
五
五

藤
　
原
　
啓
　
喜

サ
ホ
ロ
畜
産
事
業
協
同
組
合

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
会
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

武

藤

哲

也

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

太

田

耕

二

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

高

橋

宣

之

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

髙

田

晃

一
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十勝支部

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
二
四
番
三

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

道

端

忠

志

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛
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十勝支部

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

本

健

史

忠
類
事
業
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
五
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
五
八
―
八
―
二
〇
一
一

代
表
理
事

加

藤

茂

樹

協
同
組
合

　北
海
道
労
働
福
祉
協
会

帯
広
市
東
七
条
南
十
丁
目
十
一
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

代
表
理
事

柏

　木

　敏

　光

南
十
勝
建
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
五
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
五
八
│
八
│
二
〇
一
一

高

　堂

　匠

　美

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　堀
口
労
務
行
政
事
務
所

　特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

代
表
社
員

帯
広
市
東
七
条
南
十
丁
目
十
一
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

堀

　口

　登
志
雄

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　帯
広
支
社

支
社
長

帯
広
市
西
一
条
南
十
九
丁
目
二
番
地

T
E
L

　〇
一
五
五
│
二
五
│
三
八
八
五

北

澤

啓

太

〒
080－
0011
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

山

原

活

志

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

官
公
需
適
格
組
合

　釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

西

田

俊

一

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

天

方

智

順

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

濱

屋

宏

隆

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

西

尾

裕

司

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

池
田
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

藤

原

秋

彦

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

内

山

雄

太

〒
085－
0018
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

眞

栁

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

一

丁

目

一

番

地

九

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

事
務
所
T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

吉

　野

　
　
　篤

北
見
事
務
所

網
走
支
部

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

田

村

博

昭

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六
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網走支部

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
四
〇
四
〇

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

木

　幡

　純
一
郎

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

伊

藤

嘉

高

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明
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網走支部

北
海
道
興
農
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
最
上
六
十
八
番
地
の
一
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
六
―
一
五
五
一

高

田

博

幸

税
理
士
法
人
ト
ラ
ス
ト
会
計

代
表
社
員

税

理

士
網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

金

濱

元

一
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胆振支部

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

高

　橋

　
　
　聖

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 
話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

土

屋

英

樹

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

代
表
理
事

田

原

浩

平

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事室

蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

下
谷
内

　浩

　二

特
殊
鋳
物
協
同
組
合

代
表
理
事

室

蘭

市

水

元

町

二

十

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
四
三
）
四
六
│
五
六
五
一

村

　瀬

　
　
　充

〒050-8585

苫
小
牧
金
属
板
工
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
元
中
野
町
二
丁
目
五
番
六
号

電

　話
（
〇
一
四
四
）
三
五
│
七
七
八
〇

梨

　木

　
　
　仁

〒053-0005
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胆振支部

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

井

　部

　栄
二
郎

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

東
胆
振
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
五
二
番
地
二
四
五

電

　話

　〇
一
四
四
│
五
七
│
八
二
一
六

栗

　林

　克

　行

〒059-1372
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空知支部

江

本

勝

典

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

小

谷

純

也

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

岩
見
沢
公
共
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

岩
見
沢
市
北
村
赤
川
五
八
六
番
地
三
五

電

　話

　〇
一
二
六
│
五
六
│
二
一
二
一

新

川

勝

久

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

八

幡

弥

美

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸
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空知支部

代
表
理
事

玉
　
田
　
尚
　
久

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

月
形
事
業
協
同
組
合

理
事
長

樺
戸
郡
月
形
町
一
〇
七
〇
番
地

㈱
廣
野
建
設
内

電
　
話
　
〇
一
二
六
│
五
三
│
二
七
三
四

廣

野

和

男

あ
し
べ
つ
未
来
の
森
協
同
組
合

代
表
理
事

芦

別

市

本

町

十

七

番

地

十

電

　話

　〇
一
二
四
│
二
二
│
二
八
〇
七

小

　室

　一

　征

空
知
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
流
通
団
地
三
丁
目
四
番
二
号

電

　話

　〇
一
二
五
│
二
四
│
六
七
六
八

河

合

正

三

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

代
表
理
事

橋

爪

信

博
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宗谷支部

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐
々
木
　
正
　
義

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

山

田

藤

夫

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

山

本

歳

勝

食
拓
北
海
道
協
同
組
合

小
樽
市
稲
穂
三
丁
目
一
〇
―

一
六

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
六
―
六
七
八
〇

理
事
長

官
公
需
適
格
組
合

　小
樽
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

緑

一

丁

目

一

番

三

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
二
―
四
八
五
七
番

土

田

勝

稔

小
樽
板
金
工
業
協
同
組
合

小

樽

市

稲

穂

二

丁

目

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
三
四
）
二
二
―
四
五
九
七
・
F
A
X
二
二
―
五
〇
〇
九

北

　
　
　幸

　治

理
事
長

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

小
樽
建
設
工
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
│
〇
〇
二
二

小
樽
市
松
ヶ
枝
一
丁
目
六
番
一
号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
四
│
七
五
〇
七

三
ツ
江

　元

　治

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

小
樽
蒲
鉾
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事小

樽

市

堺

町

三

│

七

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
二
│
四
二
八
〇

栗

　原

　
　
　康

丸
市
新
南
小
樽
市
場
協
同
組
合

理
事
長

小

樽

市

築

港

八

番

十

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
七
―
五
〇
六
八

本

　間

　裕

　二

南
小
樽
市
場
協
同
組
合

小

樽

市

新

富

町

十

二

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
三
―
〇
七
二
二

F
A
X

　〇
一
三
四
―
三
二
―
五
一
六
七

E
-m
ail:n

an
taru
@
siriu

su
.o
cn
.n
e.jp

h
ttp
://n

a
n
ta
ru
ic
h
ib
a
.o
r.jp
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後志支部

齋

　藤

　隆

　幸

小
樽
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

〒
〇
四
七
―
〇
〇
三
二

小

樽

市

稲

穂

五

丁

目

五

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
一
九
一

F
A
X

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
三
五
七

代
表
理
事

小
樽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

港

町

一

番

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
一
│
七
七
七
一

畑

　
　
　賢

　治

ホ
ク
ト
メ
ン
テ
ッ
ク
協
同
組
合

寿
都
郡
黒
松
内
町
字
黒
松
内
二
〇
五

電

　話

　〇
一
三
六
│
七
二
│
三
一
二
一

代
表
理
事

菅

原

圭

介

仁
木
町
除
雪
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

仁

木

　

洋

〒
〇
四
八
―
二
四
一
三

余
市
郡
仁
木
町
南
町
一
丁
目
十
一
番
地
　（
有
）仁
木
小
型
運
輸
内

T
E
L
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
〇
七
四

F
A
X
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
三
二
一

E
-m
a
il:n
ik
i.s
rb
c
@
g
m
a
il.c
o
m

事
務
局

小樽鱗友商業協同組合

理事長

大坂　憲之
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番

北
後
志
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

理
事
長

余
市
郡
余
市
町
黒
川
町
十
丁
目
六
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
五
―
二
一
―
二
七
〇
〇

安

　本

　
　
　守

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑
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本　部

28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2
58m2
58m2
59m2
41m2
89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円
14,300円

16,500円
11,550円
11,550円
9,900円
9,900円
17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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本　部

プッシュ型経営支援 多様な資⾦ニーズに
マッチした保証メニュー

経営者の皆さまへ

当協会では
経営課題を抱えている経営者の皆さまのために

サポートプランをご⽤意しています︕

借換えにより
返済負担を減らしたい

コロナで膨らんだ
借⼊の返済が不安だ

BCPを
⾒直したい

新しいアイディアで
起業したい

店舗のレイアウトを
⾒直したい

営業スタイルを
変更したい

このようなお悩みありませんか︖

詳しくはお近くの保証協会窓口までお問い合せ下さい

悩みを聞いて欲しい

当協会が⾦融機関・支援機関と
連携した世話焼き隊となり

経営改善のお手伝いをいたします

経営課題に関して具体的な取り組み方法がわからない、保証
制度について知りたい等、事業に関するお悩みをお聞かせ
ください。支援機関等（※）とも連携し経営改善のお手伝い
をいたします。
※北海道⽴総合研究機構、北海道中⼩企業総合支援センター、
北海道貿易物産振興会、中⼩企業診断協会北海道 など

経営課題を解決したい

専門家派遣
既存事業の改善はもちろん、業態転換や新規事業のアドバイ
スなどをいたします。
▼派遣可能な専門家の例
・中⼩企業診断士 ・社会保険労務士
・カラーコーディネーター ・販売士
・ＩＴコーディネーター ・税理士 など

無料

伴走支援型特別保証

ゼロカーボンやSDGsの
取り組みを応援する保証

持続可能な社会実現に向けた
取り組みを支援します

令和5年1月から
要件が緩和されました

スタートアップ創出促進保証
経営者保証なしで創業融資が受けられます

コロナ克服サポート保証
さらなる多様な対策のために

事業継承時にご活⽤いただける保証

地域・雇⽤を支え経営基盤を守ります

国からの
保証料
補助あり

保証料
10％
割引

経営者
保証
不要

保証料
10％
割引

社員を確保するのに
苦労している

社員のヘルスケアを
充実させたい

本 店 TEL 011-241-2231
函館支店 TEL 0138-23-8425
帯広支店 TEL 0155-24-3658
北⾒支店 TEL 0157-24-5196

⼩樽支店 TEL 0134-22-5188

旭川支店 TEL 0166-24-1441

釧路支店 TEL 0154-23-1361

室蘭支店 TEL 0143-45-6001

滝川支店 TEL 0125-23-1201

苫⼩牧支店 TEL 0144-33-1751

おお体体のの不不自自由由ななおお客客様様へへ ご来店時は職員がお手伝いいたしますので、事前にご連絡ください。

コロナ融資等の借換えにより、
据置期間の延⻑ができる制度です

コロナ借換保証

（代表）

ツナグ ゴ シエン
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本　部

大樹生命保険株式会社は三井住友海上火災保険株式会社の代理店・扱者として損害保険代理店委託契約を締結しています。

従従業業員員ささままののケケガガななどどののリリススククにに
おお役役にに立立つつ保保険険でですす。。

（損保） － （ ）
（ ）
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本　部

北海道中小企業団体中央会 会員のみなさまへ

この広告は、全国中小企業団体中央会を契約者とする事業活動総合保険団体契約の概要を説明したものです。詳しい内容については、損保ジャパン
までお問い合わせください。

年 月 日

【引受保険会社】

札幌支店 法人第一支社
〒 札幌市中央区北 条西 丁目
（受付時間 平日の午前 時から午後 時まで）

【制度運営】

【制度に関するご照会】
北海道中小企業団体中央会

全国中小企業団体中央会
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2022年7月以降保険始期用
北海道中小企業団体中央会 の会員の皆さまへ

「業務災害補償制度」のご案内
全国中小企業団体中央会

PB120300（22.07新）M　B21-0608-20230315

本社／〒105-8604  東京都港区新橋1-18-6
ホームページ　https://www.kyoeikasai.co.jp/

お問い合わせ先

■このチラシは「業務災害補償保険」の概要を説明したものです。詳しい補償内容は、「業務災害補償制度パンフレット（PB120100）」、約款冊子等をご覧ください。
なお、ご不明な点につきましては、取扱代理店または共栄火災営業店にお問い合わせください。
■ご加入の際は、必ず「重要事項説明書」をお読みください。

入院補償保険金死亡補償保険金

通院補償保険金後遺障害補償保険金

業務中の事故により、 
従業員が身体障害を被った場合の補償

など

雇用慣行賠償責任補償特約
ハラスメント・不当解雇や配置・昇進等の差別などの不当な雇用慣行等に
より、事業者等が負担する法律上の損害賠償責任、争訟費用、訴訟対応
費用やコンサルティング費用を補償します。

使用者賠償責任補償特約
労災事故に起因して、事業者等が法律上の賠償責任を負われた場合の、
①賠償保険金 ②費用保険金 を補償します。

労災認定された脳・心疾患等補償特約
労災保険法等によって給付が決定された脳疾患、心疾患または精神障害
である場合についても、死亡補償保険金または後遺障害補償保険金を
お支払いします。

共栄火災がお支払いする保険金を、全額従業員に給付していただく
ことから、従業員の福利厚生充実に寄与します。

従業員の福利厚生が充実特長
2

保険期間中に従業員等の入れ替わりや増減があったり、下請負人の
追加、派遣労働者の追加等があった場合でも、期中の異動通知等を
する必要がなく、包括的に補償します。

従業員等の包括補償特長
3

事業主・役員の「業務に従事していない間」における事故も対象とな
ります。「得意先との飲食中」など業務中か否かの線引きが困難なケ
ースも、まとめて補償します。

事業主・役員フルタイム補償特長
4

死亡、後遺障害補償保険金については、うつ病や過労死など、精神障
害や脳・心疾患といった疾病型労災リスクも補償します。（従業員等が
労災認定された場合に限ります。）

うつ病などの「心の病」や過労などによる脳・心疾患も補償特長
5

ハラスメント・不当解雇や配置・昇進等の差別などの不当な雇用慣行
等により、事業者等が負担する法律上の損害賠償責任や訴訟費用等
を補償します。

従業員等へのハラスメント・不当解雇等に対する賠償責任も補償特長
6

傷害補償保険金（基本補償）と使用者賠償責任補償（任意セット特約）
は、原則として政府労災保険の認定を待たずにお支払いします。

労災認定を待たずにお支払い特長
7

事業者が全従業員のために負担する保険料は「福利厚生費」として全
額損金算入が可能です。

保険料は損金処理が可能特長
8

※加点対象となるための要件 ①死亡および後遺障害1～7級を対象としていること。 ②業務
災害および通勤災害を対象としていること。 ③下請負人を全て含めて対象としていること。

『業務災害補償制度』の特長

この制度固有の割引の適用により、この制度以外でのご加入に比べ
保険料が約57％割引となります。

一般加入より最大約57％割安特長
1

経営事項審査の審査項目に定める「法定外労働災害補償制度の加
入」に該当し、審査制度の加点対象となります。※

建設業の場合には・・・特長
9

6

6

6

PC

66

賠償賠償

企業企業

６

業務災害補償制度は、
お客さまに様 な々
メリットをご提供します。

 業務災害補償制度 

従業員
への補償
従業員
への補償

事業者
への補償
事業者
への補償

従業員・遺族のための補償で、
福利厚生の充実が図れます。 

万一の高額賠償に備えて、
事業者へ安心を提供します。

は、「従業員の補償」と「事業者の補償」から
ニーズに合わせた補償をお選びいただくことで手厚く補償します!

57%

割引
約

北北海道中小企業団体中央会　TEL:011-231-1919
共栄火災海上保険株式会社　北海道支店
直轄営業課：011-221-9158　札幌第一支社：011-221-9375　札幌第二支社：011-221-9167
岩見沢支社：0126-23-3049　帯広支社　　：0155-22-1341　函館支社　　：0138-23-8258
旭川支社　：0166-23-9141　釧路支社　　：0154-23-4358　中標津支社　：0153-72-6950
苫小牧支社：0144-32-8136　北見支社　　：0157-23-7618
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年頭あいさつ

01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁

02	 経済産業省北海道経済産業局長　岩永　正嗣

03	 北海道知事　鈴木　直道

04	 北海道産業貢献賞

06	 札幌市　産業経済功労者表彰・優良工場等表彰

07	 令和5年度上半期「中央会特別企画奨励」贈呈式及び本会共済制度のご紹介

08	 全国中小企業青年中央会　組合青年部全国講習会開催／女性研修会レポート

09	 情報創造事業協同組合　創立 50 周年記念式典・祝賀会を開催／	
	 札幌市管工事業協同組合　創立 50 周年式典・祝賀会を開催

10	 労働契約関係に関する法改正～労働条件明示のルール変更について～

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

1

中央会からのお知らせです

○目的
　中小企業・小規模事業者の特別賃金（冬季賞与）の支給実態を把握するため、本会会員組合に所属する事業
所を対象に支給・予定調査を実施します。

○秘密の厳守
　調査票にご入力いただいた事項については、企業と個人の情報の秘密を厳守し、統計以外の目的に用いる
ことはいたしません。
　また、入力担当者名などの個人情報については、本調査に係る問合せ以外には使用いたしません。
　所属会員企業への調査の周知・依頼についてご協力をお願いいたします。

○回答方法
　URL（https://bit.ly/syouyo5w）又は右記QRコードより回答フォームにアクセスし、
ご回答ください
　支給しない場合でも「ない」でご回答をお願いします。

○回答期限
　2024 年1月 24 日（水）までにご回答願います。
　フォームのご回答に当たり、不明な点など、調査に関するお問合わせは企画情報部まで
� （電話�011-231-1919　FAX�011-271-1109）
� メール　cyousa@h-chuokai.or.jp

令和５年度冬季（下期）賞与調査ご協力のお願い

N O M T OI F R A I N



０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１
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〒 060-0001　札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト１・７ ３階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／ 2024 年１月１日（毎月１日発行）

＊ この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。

N E W S  R E P O R T  C H U O K A I

N o . 8 1 4
2 0 2 4

北海道産業貢献賞
　受賞おめでとうございます！

札幌市 産業経済功労者表彰・
優良工場等表彰

 受賞おめでとうございます！

支部だより（釧根支部）

連
携
の
絆
を
深
め
、
輝
く
明
日
へ


